
エレ ホン ・ＥＲボンド＃５５（主剤）　エレ ホン ・化成工業株式会社　ＥＳＤ－０２９ 1／7

１．製品及び会社情報

製品の名称 エレ ホン ・ＥＲボンド＃５５（主剤）

会社名 エレ ホン ・化成工業株式会社

住所 大分県大分市三川新町１－２－２３

担当部門 技術開発部

電話番号 ０９７－５５２－２２５１

ＦＡＸ番号 ０９７－５５２－６６３１

緊急時連絡先 技術開発部　電話番号０９７－５５２－２２５１

推奨用途 ＲＣ構造物補修時の断面修復材、下地調整材の接着剤

水路、ダム、トンネル、工場床、ガソリンスタンド床等改修時の接着剤

使用上の制限 業務用

２．危険有害性の要約

ＧＨＳ分類

物理化学的危険性 引火性液体 区分３

健康有害性 急性毒性（吸入：蒸気） 区分４

皮膚腐食性／刺激性 区分２

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 区分１

生殖毒性 区分２

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分２（血液系、呼吸器系、腎臓、中枢神経系）

区分３（麻酔作用）

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分２（肝臓、呼吸器系）

上記で記載がないものは、「区分に該当しない」「分類できない」

ＧＨＳラベル要素

絵表示又はシンボル

注意喚起語 危険

危険有害性情報 引火性液体及び蒸気

吸入すると有害（蒸気）

皮膚刺激

重篤な眼の損傷

生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い

臓器（血液系、呼吸器系、腎臓、中枢神経系）の障害のおそれ

眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）

長期にわたる、又は反復ばく露による臓器（肝臓、呼吸器系）の障害のおそれ

注意書き

安全対策 使用前に安全データシートを入手し、全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。

熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。

容器を密閉しておくこと。

容器を接地しアースをとること。

防爆型の電気機器／換気装置／照明機器／工具を使用すること。

火花を発生させない工具を使用すること。

静電気放電に対する措置を講ずること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。

ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。

屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。

取扱い後は、手をよく洗うこと。

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。

応急措置

作成日 ２０２０年１月６日

改訂日 ２０２４年６月１１日

安全データシート（ＳＤＳ）

皮膚又は髪に付着した場合、直ちに汚染された衣類を全て脱ぐこと。皮膚を水又はシャワーで洗
うこと。多量の水／石けんで洗うこと。特別な処置が必要である。汚染された衣類を脱ぎ、再使用
する場合には洗濯をすること。
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皮膚刺激が生じた場合、医師の診察／手当てを受けること。

火災の場合、消火するために適切な消火剤を使用すること。

ばく露又はばく露の懸念がある場合、医師に連絡すること。医師の診察／手当てを受けること。

気分が悪いときは、医師の診察／手当てを受けること。

保管

廃棄 内容物／容器を、国、都道府県、市町村の規則に従って廃棄すること。

３．組成及び成分情報

化学物質・混合物の区分 混合物

化学特性(化学式など）

アクリル系樹脂

ｎ－プロピルアルコール

ギ酸

４．応急措置

吸入した場合 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

皮膚に付着した場合

皮膚刺激が生じた場合、医師の診察／手当てを受けること。皮膚をすみやかに洗浄すること。

眼に入った場合

飲み込んだ場合

医師に対する特別な注意事項

症状に応じて治療すること。

５．火災時の措置

適切な消火剤 炭酸ガス、耐アルコール性泡消火剤、粉末消火剤

使ってはならない消火剤 棒状注水

火災時の特有の危険有害性

「１０．安定性及び反応性」の危険有害な分解生成物参照

加熱により容器が爆発するおそれがある。

極めて燃え易く、熱、高温のもの、火花、裸火及び火災で容易に発火する。

屋内、屋外又は下水溝で蒸気爆発の危険がある。

特有の消火方法 人員を安全な区域に避難させること。

発火の恐れがある可燃性物質（木、紙、油、衣服など）を火災現場付近から速やかに取り除く。

消火活動は、安全な距離から消火を行うこと。

高温にさらされる密閉容器は、霧状の水をかけて冷却する。

呼吸が不規則になった場合、又は停止した場合は、人工呼吸を施すこと。症状が続く場合は、医
師に連絡すること。

６４－１８－６

プロピレングリコールモノメチ
ルエーテル

ジエチレングリコールモノブチ
ルエーテル

３０～４０

２０～３０

５～１０

２－２０７ ７１－２３－８ＣＨ３ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ

ＨＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ

２ＯＣ４Ｈ９

火災の際は、刺激性、腐食性及び毒性の健康に有害なガスが発生することがある。これらを閉鎖
された空間内又は高濃度で吸入すると極めて危険であるおそれがある。

７－９７

２－４２２
１１２－３４－５

ばく露又はばく露の懸念がある場合、医師の診察／手当てを受けること。気分が悪いときは、医
師の診察／手当てを受けること。

１～３ ＨＣＯＯＨ ２－６７０

直ちに汚染された衣類を全て脱ぐこと。皮膚を水又はシャワーで洗うこと。多量の水／石けんで洗
うこと。汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。医師の診察／手当てを受け
ること。気分が悪いときは、医師の診察／手当てを受けること。

水で少なくとも１５分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合
は外すこと。その後も洗浄を続けること。直ちに医師に連絡すること。

口をすすぐこと。医師の診察／手当てを受けること。気分が悪いときは、医師の診察／手当てを
受けること。

４０～５０ － 非公開 非公開

Ｃ４Ｈ１０Ｏ２ １０７－９８－２
２－４０４

７－９７

吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。気分が悪いとき
は医師に連絡すること。

眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易に外せる
場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。直ちに医師に連絡すること。

成分名 含有量（％） 化学式
化審法

ＣＡＳ番号
官報公示整理番号

換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。容器を密閉しておくこと。施錠して保管
すること。
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消火作業を行う者の特別な保護具及び予防措置

消火作業の際は、保護具を使用する。

６．漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置

人員を安全な区域に避難させること。

関係者以外の立ち入りを禁止する。

漏洩した区域を換気すること。

適切な保護衣を着けていないときは、破損した容器あるいは漏洩物に触れてはいけない。

環境に対する注意事項 環境中に製品を放出してはならない。

河川等に排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。

回収、中和などの浄化の方法及び機材

漏出物を取扱う時に用いる全ての設備は接地する。

回収物は「１３． 廃棄上の注意」に従い、廃棄する。

二次災害の防止策 全ての発火源を取り除く（近傍での喫煙、火花や火炎の禁止）。

７．取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策 「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の措置を行い、必要に応じて保護具を着用する。

安全取扱注意事項 使用前に安全データシートを入手し、全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。

熱、高温のもの、火花（スパーク）、裸火及び他の着火源の使用を禁止する。

静電気対策のため、装置や機器などの接地を確実に行うこと。

静電気放電に対する措置を講ずること。

使用済みのウエスは、廃棄するまで蓋付きの金属製容器に収容すること。

屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。

眼／皮膚／衣類に付けないこと。

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。

ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。

接触、吸入又は、飲み込まないこと。

空気中の濃度をばく露限度以下に保つために排気用の換気を行うこと。

容器は、そのつど密閉すること。

容器を転倒させ、落下させ、衝撃を加え、又は引きずるなどの取扱いをしてはならない。

接触回避 「１０．安定性及び反応性」を参照。

衛生対策 取扱い後は、よく手、顔、口等を洗うこと。

産業衛生および安全に関する基準に基づいて取り扱う。

汚染された作業衣は作業場から出さないこと。

保管

安全な保管条件 換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。容器を密閉しておくこと。

容器は、直射日光や火気を避けること。

熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。

「１０．安定性及び反応性」を参照。

安全な容器包装材料 元の容器に密閉して保管する。

消防法及び国連輸送法規で規定されている容器を使用する。

８．ばく露防止及び保護措置

管理濃度（安全衛生法・作業環境評価基準）

設定されていない

河川、湖沼へ流出した場合は、直ちに監督官庁（消防署、都道府県市町村の公害関連部署、河
川管理局、水道局、保健所、農協、漁協）に連絡すること。

少量の場合は、乾燥土、乾燥砂、不燃材料で吸収し、あるいは乾燥土などで覆い、密閉できる空
容器に回収する。吸収したものを回収するとき、清潔な帯電防止工具を用いる。回収した後、廃
棄処理する。

多量に流出した場合は盛土で囲ってせき止め、安全な場所に導く。乾燥土、乾燥砂、不燃材料で
吸収し、あるいは乾燥土などで覆い、密閉できる空容器に回収する。

作業者は適切な保護具（「８．ばく露防止及び保護措置」の項を参照）を着用し、眼、皮膚への接
触や吸入を避ける。
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許容濃度

日本産業衛生学会 ５ｐｐｍ（９.４ｍｇ／ｍ
３
）（ギ酸）

ＡＣＧＩＨ　ＴＷＡ ５０ｐｐｍ（プロピレングリコールモノメチルエーテル）

１００ｐｐｍ（ｎ－プロピルアルコール）

１０ｐｐｍ（ＩＦＶ）（ジエチレングリコールモノブチルエーテル）

５ｐｐｍ（ギ酸）

ＡＣＧＩＨ　ＳＴＥＬ １００ｐｐｍ（プロピレングリコールモノメチルエーテル）

１０ｐｐｍ（ギ酸）

設備対策 十分換気されているか確認すること。

取扱い場所の近くに安全シャワー､洗顔､うがい、手洗い装置を設け、その位置を明瞭に表示する。

保護具

呼吸用保護具 適切な呼吸器保護具を着用すること。

手の保護具 化学物質耐性の手袋（ゴム、 ラテッ クス、 ネオプレンなど）を着用する。

眼及び／又は顔面の保護具

ゴーグル型の保護眼鏡を着用すること。

皮膚及び身体の保護具 長袖の衣類、難燃性静電気防止型作業服、耐薬品エプロン、静電防止靴を着用する。

９．物理的及び化学的性質

物理的状態 液体（粘稠状）

色 淡黄褐色透明

臭い 溶剤臭

融点／凝固点 情報なし

沸点又は初留点及び沸点範囲

情報なし

可燃性 情報なし

爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界

情報なし

引火点 ２３℃（セタ密閉式）

自然発火点 情報なし

分解温度 情報なし

ｐＨ 情報なし

動粘性率 情報なし

溶解度 水に可溶

ｎ－オクタノール／水分配係数（ｌｏｇ値）

情報なし

蒸気圧 情報なし

密度及び／又は相対密度 情報なし

比重 ０.９８±０.０３

相対ガス密度 情報なし

粒子特性 情報なし

１０．安定性及び反応性

反応性 通常の取扱い条件下では安定である。

化学的安定性 通常の取扱い条件下では安定である。

 加熱により発火する。流動、攪拌などにより、静電気が発生することがある。

危険有害反応可能性 通常の取扱い条件下では危険有害反応を起こさない。

避けるべき条件 熱、高温のもの、火花（スパーク）、裸火及び他の着火源

混触危険物質 有機溶剤に可溶な材料

含有溶剤は、ある種のプラスチック、ゴムを侵すことがある。

危険有害な分解生成物

１１．有害性情報

製品情報

急性毒性（経口） 分類できない

急性毒性（経皮） 分類できない

急性毒性（吸入：ガス） 区分に該当しない

火災時の熱分解や燃焼により、一酸化炭素、二酸化炭素、窒素酸化物等の有害成分を発生する
ことがある。
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急性毒性（吸入：蒸気） 区分４

急性毒性（吸入：粉じん／ミスト）

分類できない

皮膚腐食性／刺激性 区分２

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

区分１

火傷を引き起こす。

眼に重度の障害を与えるリスクがある。

呼吸器感作性又は皮膚感作性

分類できない

生殖細胞変異原性 分類できない

発がん性 分類できない

生殖毒性 区分２

生殖毒であることが知られている、又は疑われる物質を含んでいる。

特定標的臓器毒性（単回ばく露）

区分２（血液系、呼吸器系、腎臓、中枢神経系）

区分３（麻酔作用）

特定標的臓器毒性（反復ばく露）

区分２（肝臓、呼吸器系）

誤えん有害性 分類できない

成分有害性情報

 プロピレングリコールモノメチルエーテル

急性毒性（吸入：蒸気）

ＬＣ５０（ラット）＞７５９９ｐｐｍ（６ｈ）（ＯＥＣＤ－ＳＩＤＳ）

ｎ －プロピルアルコール

急性毒性（吸入：蒸気）

ＬＣ５０（ラット）＞３３.８ｍｇ／Ｌ（４ｈ）

ギ酸

急性毒性（吸入：蒸気）

ＬＣ５０（ラット）＝７.８５ｍｇ／Ｌ（４ｈ）（ＥＣＨＡ－ＡＰＩ）

１２．環境影響情報

生態毒性

製品情報 分類できない

成分有害性情報

ｎ －プロピルアルコール

甲殻類 ＥＣ５０（オオミジンコ）３３３９－３９７７ｍｇ／Ｌ（４８ｈ）（ＥＰＡ）

 ジエチレングリコールモノブチルエーテル

魚 ＬＣ５０（ブルーギル）＝１３００ｍｇ／Ｌ（９６ｈ）（ＥＰＡ）

ギ酸 甲殻類 ＥＣ５０（オオミジンコ）１３８－１６５.６ｍｇ／Ｌ（４８ｈ）（ＥＰＡ）

残留性・分解性 情報なし

生体蓄積性 情報なし

土壌中の移動性 情報なし

オゾン層への有害性 分類できない

１３．廃棄上の注意

残余廃棄物 使い切ってから廃棄する。

汚染容器及び包装

１４．輸送上の注意

国際規制

国連番号

品名（国連輸送名） 樹脂液

空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去した後、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に
従い処分する。

処理等を外部の業者に委託する場合は、都道府県知事等の許可を受けた産業廃棄物処理業者
に産業廃棄物管理表（マニフェスト）を交付して委託し、関連法令を遵守して適正に処理する。

１８６６
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国連分類（輸送における危険有害性クラス）

容器等級 Ⅲ

海洋汚染物質（該当・非該当）

非該当

ＭＡＲＰＯＬ７３／７８付属書Ⅱ及びＩＢＣコードによるばら積み輸送される液体物質（該当・非該当）

非該当

国内規制

陸上規制情報 道路法、消防法に従った容器、積載方法で輸送する。

海上規制情報 海洋汚染防止法、船舶安全法に従った容器、積載方法で輸送する。

航空規制情報 航空法に従った容器、積載方法で輸送する。

緊急時応急措置指針番号

輸送又は輸送手段に関する特別の安全対策

物質輸送時は、容器を安定な場所に置き固定する。

１５．適用法令

化管法

法第２条第２項　施行令第１条別表１　第１種指定化学物質

政令番号 ジエチレングリコールモノブチルエーテル

労働安全衛生法

第５７条　表示対象物 労働安全衛生法施行令別表９　１３２ ギ酸

労働安全衛生法施行令別表９　２２４－４ ジエチレングリコールモノブチルエーテル

労働安全衛生法施行令別表９　４９４ プロピルアルコール

労働安全衛生法施行令別表９　４９６ プロピレングリコールモノメチルエーテル

第５７条の２　通知対象物

労働安全衛生法施行令別表９　１３２ ギ酸

労働安全衛生法施行令別表９　２２４－４ ジエチレングリコールモノブチルエーテル

労働安全衛生法施行令別表９　４９４ プロピルアルコール

労働安全衛生法施行令別表９　４９６ プロピレングリコールモノメチルエーテル

第５７条の３　リスクアセスメントを実施すべき危険有害物

労働安全衛生法施行令別表９　１３２ ギ酸

労働安全衛生法施行令別表９　２２４－４ ジエチレングリコールモノブチルエーテル

労働安全衛生法施行令別表９　４９４ プロピルアルコール

労働安全衛生法施行令別表９　４９６ プロピレングリコールモノメチルエーテル

労働安全衛生法規則第５９４条の２　皮膚等障害化学物質

ｎ －プロピルアルコール

ギ酸

毒物及び劇物取締法 該当しない

その他の適用される国内法令の名称及びその国内法令に基づく規制に関する情報

化審法

法第２条第５項　優先評価化学物質

化審法整理番号 ギ酸

法第８条第１項第３号　一般化学物質

化審法整理番号 プロピルアルコール

（別名ｎ－プロピルアルコール）

化審法整理番号 １－メトキシ－２－ヒドロキシプロパン

ポリオキシアルキレン（Ｃ２～４，８）　モノアルキル（又はアルケニル）

（Ｃ１～２４）エーテル（ｎ＝１～１５０）

（別名プロピレングリコールモノメチルエーテル）

化審法整理番号 ジエチレングリコールモノアルキル（Ｃ＝１～４）エーテル

ポリオキシアルキレン（Ｃ２～４，８）　モノアルキル（又はアルケニル）

（別名ジエチレングリコールモノブチルエーテル）

消防法

法第２条第７項危険物別表第１

第４類引火性液体　第二石油類（水溶性）

３

１２７

７－９７　

２－６７０

２－４０４

７－９７　

２－２０７

２－４２２

１－１７０
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国際法規制

バーゼル条約（危険有害性廃棄物）

非該当

モント リ オール議定書（オゾン層破壊物質）

非該当

スト ッ クホルム条約（残留性有機汚染物質）

非該当

ロッ テルダム条約（事前の説明と同意（ＰＩＣ）の適用対象となる化学物質）

非該当

１６．その他の情報

参考文献 製造会社発行安全データシート

安全衛生情報センター（化学物質情報）

ＪＩＳ Ｚ ７２５２：２０１９「ＧＨＳに基づく化学物質の分類方法」

ＪＩＳ Ｚ ７２５３：２０１９「ＧＨＳに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラベル、作業場内
の表示及び安全データシート（ＳＤＳ）」

このデータシートは、製品を適正に取扱っていただくために必要なもので、現時点で弊社の有する
情報を取扱い事業者にご提供するものです。
記載内容は現時点で入手できた資料、情報、データ等に基づいて作成しましたので、新しい知見
により改定されることがあります。
本データシートは必ずしも製品の安全性を保証するものではなく、弊社が知見を有さない危険性、
有害性の可能性がありますので、取扱事業者は、これを参考として、個々の取扱い用途、用法等
の、実体に応じた安全対策を実施の上、お取扱い願います。




